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研 究

産後3年間における母親の精神状態と

性役割に関する縦断的研究

山口　孝子1），堀田　法子1），下方　浩史2）

〔論文要旨〕

　産後3年間の母親の性役割を明らかにし，精神状態との関連について分析を行うことを目的とし

た。家事，育児とも父親が従事する割合は低く，家事および育児役割に対する母親の理想では，STAI，

SDSともに「両親同等」と回答した者が最も高かった。現実や父親の認識では一貫目た傾向がなかっ

た。家事役割に対する母親の理想と現実との差および父親の認識との差では，12か月までは母親の家

事比重が大きいほどSTAI，　SDS得点が高く，とくに6か月までに有意差が認められた。育児役割に対

する母親の理想と現実との差および父親の認識との差では，24か月までは母親の育児比重が大きいほど

STAI，　SDS得点が高く，とくに12か月までに有意差が認められた。
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1．緒 言

　少子化，核家族化，都市化などの社会情勢は

育児の孤立化・密室化を生み，現在，母親の育

児不安やストレスを高めていることが問題視さ

れている。そのような状況下において，父親の

育児参加に対する期待が高まっているが，依然，

多くの父親が「家事，育児は母親の仕事である」

という認識をもっており，現実は多くの母親が

家事や育児の中心的役割を担っていることが明

らかとなった1）。また，女性の高学歴化や社会

進出がみられるなか，母親は育児の意義は認め

てはいるものの，育児以外に生きがいを求める

意識が強いことが指摘されている2）。このよう

に，乳幼児をもつ母親は日々の生活の負担や子

どもの成長・発達への責任，自分の生き方や自

分自身であることの模索など身体的，精神的，

社会的に高いストレス状態にあるといえる。

　近年の研究において，育児期の母親の育児不

安やストレスなどの精神状態に父親（夫）の

要因が強く関連していることが報告されてい

る3）～12＞。著者らの6か月児をもつ母親の研究で

も，家事や育児に対する母親の理想より，父親

の認識や現実で母親の比重が大きい場合，母親

の不安や抑うつが強いことが示唆された1）。育

児の伝承や地域住民からの援助が困難である現

代の育児環境では，母親に最も近い存在であり，

人生のパートナーである父親の性役割観や現実

のあり様は，育児期の母親の精神状態に強い影

響を及ぼすと考えられる。そこで本研究は，産

後3年間の母親の性役割，とくに家事および育

児役割に対する理想，母親からみた父親の認識，

現実を縦断的に明らかにするとともに，これら

の性役割と母親の精神状態との関連について分

析を行うことを目的とした。
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］1．研究方法

1．対象と調査方法

　N市の保健所が主催する育児支援：事業の参加

者52人に調査の趣旨および倫理的配慮（自由意

志による参加，個人情報の守秘，拒否した場合

不利益を被らない等）を口頭で説明し，同意が

得られた50人の母親を対象に質問紙調査を行っ

た。調査は子どもが6，12，18，24，30，36か

月を迎える1週間前に研究目的と倫理的配慮を

明記した調査依頼書と自記式質問紙を母親に郵

送配布し，同意が得られた者のみから郵送によ

り回答を得た。

　調査内容には，精神状態として日本版State－

Trait　Anxiety　Inventory（以下，　STAIとす

る）13），日本版Self－rating　Depression　Scale（以

下，SDSとする）14）を引用した。その他は，家

事役割に対する母親の理想，母親からみた父親

の認識，現実，育児役割に対する母親の理想，

母親からみた父親の認識現実，母親の年齢，

父親の年齢，職業の有無，子どもの人数である。

　本研究における調査期間は，平成13年7月～

16年12月であった。

2．測定用具

1）　STAI

　Spielberger，　C．　D．により開発されたもの

を中里，水口らが翻訳し，妥当性，信頼性の検

証についても実施済みである13）。構成は2つの

下位尺度からなっており，それぞれ20項目であ

る。そのうち1つは状態不安で「有害なものと

して判断したとき短時間に誘発される不安状

態」を意味し，もう1つは特性不安で「人格と

もいうべき生来もっている不安」を意味する。

回答は4段階評定で求め，下位尺度ごとに合計

点を算出し，得点が高くなるほど不安が強いこ

とを意味する（範囲：20～80点）。

2）　SDS

　W．W．　K．　Zungにより開発されたものを福

田，小林が翻訳し，妥当性，信頼性の検証につ

いても実施済みである14）。SDSは抑うつ性尺度

であり，「早うつ性」とは「抑制性」と「憂う

つ性」のことであるが，単に「うつ性」という

こともある。質問は20項目から構成され，4段

小児保健研究

階評定で回答を求め，合計点を算出する。SDS

も得点が高くなるほど謡うつ状態が強いことを

意味する（範囲：20～80点）。

3．分析方法

　各項目，各尺度を単純集計した後，家事お

よび育児に対する項目における経時変化はz2

検定を行い，家事および育児に対する項目と

STAI（状態不安，特性不安），　SDSとの関連

は対象者数が50未満であるためKruskal　Wallis

検定を行った。家事および育児役割については，

母親の理想を基準として父親の認識や現実のず

れを点数化した。すなわち，家事および育児役

割に対する母親の理想と父親の認識の選択肢で

ある「母親の役割であり，父親の役割ではない

（以下，「母親のみ」とする）」を1点，「母親が

中心で，父親は補助的な役割を果たせばよい（以

下，「母親中心」とする）」を2点，「両親が同

等の役割を果たすのがよい（以下，「両親同等」

とする）」を3点，「父親が中心で，母親は補助

的な役割を果たせばよい（以下，「父親中心」

とする）」を4点，「父親の役割であり，母親の

役割ではない（以下，「父親のみ」とする）」を

5点とした。また，現実の家事および育児役割

の質問項目では「母親が一人で行っている（以

下，「母親のみ」とする）」を1点，「母親が中

心で，父親は補助的に行っている（以下，「母

親中心」とする）」を2点，「両親が同等に行っ

ている（以下，「両親同等」とする）」を3点，「父

親が中心で，母親は補助的に行っている（以下，

「父親中心」とする）」を4点，「父親が一人で行っ

ている（以下，「父親のみ」とする）」を5点とし，

母親の理想から現実もしくは父親の認識を減じ

た得点を「性役割の差得点」とした。つまり性

役割の差得点が負方向にあるほど母親の家事，

育児の比重が小さく，逆に正方向にあるほど母

親の家事，育児の比重が大きいことを意味する。

今回は，性役割の差得点が一1，2点は3人以

下と少人数であったため除き，0，1点につい

て分析した。0，1点の2群とSTAI（状態不安，

特性不安），SDSとの関連はMann－Whitney検

定を行った。なお，統計処理はSPSS11．Ofor

Windowsを使用し，　p〈O．05をもって有意と

した。
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皿、結 果

1．対象の属性

　質問紙の回収数はそれぞれ39，43，37，36，

35，33人で，　回収率は78．O，86．0，74．0，

72．O，70．0，66．0％であった。

　子どもの年齢が6か月の時点の対象の属性を

表1に示す。母親の平均年齢は29．3±3．4歳で

あり，父親の平均年齢は31．1±4．5歳であった。

また育児休業中の者も含め，現在職業をもって

いる者は38．5％であった。今回出産した児以外

にすでに子どもがいる者は20．5％であり，いず

れも1人であった。
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図1－1　家事役割に対する母親の理想

註）家事役割に対する母親の理想について，「母親

　　のみ」，「母親中心」，「両親同等」，「父親中心」，「父

　　親のみ」で質問した結果を産後の時期毎に示す。

　　「父親中心」，「父親のみ」はすべての時期で回

　　答がみられなかったため省略した。

2．家事および育児役割に対する母親の理想，父親

　の認識現実

　家事役割に対する母親の理想，父親の認識

現実を図1－1，図1－2，図1－3に示す。家事

役割に対する母親の理想はいずれの時期とも

「母親中心」が最も多く，次いで「両親同等」

であった。父親の認識は「母親中心」，「母親の

み」の順に多かった。現実は「母親中心」，「母

親のみ」の順に多かった。いずれの質問項目に

おいても「父親中心」，「父親のみ」と回答した

者はいなかった。

表1　対象の属性
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図1－2　家事役割に対する父親の認識

項 目 n＝　39

平均29．3±3．4歳

　20～24歳　　　　　　5（12．8）

　25～29歳　　　12（30．8）

　30～34歳　　　　　20（51．3）

　35歳以上　　　2（5．1）

註）家事役割に対する父親の認識について，「母親

　　のみ」，「母親中心」，「両親同等」，「父親中心」，「父

　　親のみ」で質問した結果を産後の時期毎に示す。

　　「父親中心」，「父親のみ」はすべての時期で回

　　答がみられなかったため省略した。

母親の年齢

父親（夫）の年齢 平均31．1±4．5歳

　22～24歳　　　　　　3（　7．7）

　25～29歳　　　　　　11（28．2）

　30～34歳　　　　　　18（46，2）

　35歳以上　　　7（17．9）

母親の職業 剛有
無

15　（38．5）

24　（61．5）
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1）育児休業中も含む

2）今回出産した児以外の子どもの人数
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　　　　　図1－3　家事の現実

）家事の現実について，「母親のみ」，「母親中心」，

　「両親同等」，「父親中心」，「父親のみ」で質問

　した結果を産後の時期毎に示す。

　「父親中心」，「父親のみ」はすべての時期で回

　答がみられなかったため省略した。
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　産後3年間の家事役割に対する母親の理想，

父親の認識現実は，時期による変動はほとん

どなく，X2検定による有意差も認められなかっ

た。

　育児役割に対する母親の理想，父親の認識，

現実を図2－1，図2－2，図2－3に示す。育児

役割に対する母親の理想はいずれの時期とも

「両親同等」が最も多く，次いで「母親中心」

であった。父親の認識は「母親中心」，「両親同等」

の川頁に多かった。現実は「母親中心」が多く，「母

親のみ」，「両親同等」はほぼ同値で少数であっ

た。家事役割と同様いずれの質問項目におい

ても「父親中心」，「父親のみ」，さらに母親の

理想においては「母親のみ」と回答した者はい

なかった。

　産後3年間の育児役割に対する母親の理想，
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　　図2－1　育児役割に対する母親の理想

註）育児役割に対する母親の理想について，「母親

　　のみ」，「母親中心」，「両親同等」，「父親中心」，「父

　　親のみ」で質問した結果を産後の時期毎に示す。

　　「父親中心」，「父親のみ」はすべての時期で回

　　答がみられなかったため省略した。
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　　図2－2　育児役割に対する父親の認識

註）育児役割に対する父親の認識について，「母親

　　のみ」，「母親中心」，「両親同等」，「父親中心」，「父

　　親のみ」で質問した結果を産後の時期毎に示す。

　　「父親中心」，「父親のみ」はすべての時期で回

　　答がみられなかったため省略した。

小児保健：研究

％
0
0
9
0
8
0
7
0
6
0
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
0

一＋一母親のみ

@麿一・両親同等

＋母親中心
鼡C一無回答

76．7 784 77．1 788

一71．8 ■

一＼69411一 一

雪

17．9 16．3 16．7 15．2

▲・．

4．7

10β
嘔　　隅

一．二土L．．　　▼ 11．4
．・ ｷ

　103
X…e＝

ご塊2β’ 　10．8

奄X．9

13．9 11卜一◆6、1’
，9．9 x9．9 x9．9

6 12 18 24 30
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36産後（か月）

註）育児の現実について，「母親のみ」，「母親中心」，

　　「両親同等」，「父親中心」，「父親のみ」で質問

　　した結果を産後の時期毎に示す。

　　「父親中心」，「父親のみ」はすべての時期で回

　　答がみられなかったため省略した。

父親の認識現実においても時期による有意差

は認められなかったが，母親の理想について12

か月では他の時期に比べ「母親中心」が最も多

く，「両親同等」は最も少なかった。また母親

の理想，父親の認識現実について24か月では

「両親同等」が多くなり，「母親中心」は最も少

なかった。

3．家事および育児役割に対する母親の理想，父

　親の認識，現実とSTAI（状態不安，特性不安），

　SDS得点との関連

　家事および育児役割に対する母親の理想，父

親の認識現実とSTAI（状態不安，特性不

安），SDS得点との関連を表2－1，表2－2に示

す。家事役割に対する母親の理想は，6か月で

状態不安（p＜0．05），SDS（p＜0．05），12か

月で状態不安（p＜O．Ol），24か月で状態不安（p

＜0．05），特性不安（pく0．05），SDS（p＜0．01），

36か月でSDS（p＜0．05）に有意差が認めら

れた。「母親のみ」との回答は6か月のわずか

1人であったためこの者を除外すると，30か月

以外のいずれの時期もすべての精神状態の尺度

得点で「両親同等」，「母親中心」の順に高かっ

た。父親の認識は，18か月で状態不安（p＜0．05）

に有意差が認められ，「両親同等」，「母親中心」，

「母親のみ」の順に高かったが，その他は一貫

した傾向はみられなかった。現実は，24か月で

SDS（p〈0．05）に有意差が認められ，「母親

中心」，「母親のみ」の順に高かった。「両親同

等」は少数でありs除外しても明らかな傾向は
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表2－1　家事役割に対する母親の理想，父親の認識現実とSTAI（状態不安，特性不安），　SDS得点との関連

割役馬家

精
神
状
能

産後（か月）

6 12 18 24 30 36

n　　M　SE n　　M　SE n　　M　SE n　　M　SE n　　M　SE n　　M　SE

母親の理想

母親のみ　　1　42．0　－　　　0　　一　　一　　　〇　　一　　一

母親申心　26　37．2　1．8＊　32　36，9　1．4＊＊　27　39．5　2．2

両親同等　12　47．7　2．8　　　11　46．5　2．7　　　ユ0　42．7　3．4

o　　　一　　　一　o　　　一　　　一　o　　　一　　　一

25　36．9　1，5　＊　25　41．6　O．8　24　38，3　2．0

11　48．0　4，2　10　39．3　1．7　9　41，6　2，6

状父親の認識

態　　母親のみ　　4　37．8　1．4　　　6　39．3　3．7　　　4　31．5　0．6

不　母親中心　　　　　32　41．0　1．9　32　38，4　1．7　30　40．4　2．0＊
安両親同等339．78．ユ　444．53．3　351．76．7

6　3Z　3　3，3　5　41．4　3，0　5　41，2　4．2
26　41．2　2，4　26　41．4　O．8　26　38．6　1．9

4　39．3　1，9　4　37．8　O．8　1　44．0　一

現実

母親のみ　11　41．6　2．9　　　9　36．8　2．0　　　！1　38．7　2．9

母親中心　26　40．9　2．1　　　34　40．1　1．7　　　26　41．1　2．3

両親同等　　2　30．5　4．5　　　0　　一　　一　　　　〇　　一　　一

13　39．5　3，4　12　40．8　1．6　9　39．6　2．6
22　40．8　2．3　22　41，1　O．9　23　39．2　2．1

0　一　一　1　40．0　一　1　37．0　一
母親の理想

母親のみ　　1　45．0　－　　　0　　一　　一　　　〇　　一　　一

母親中心　26　40．7　2．0　　　32　41．7　1．7　　　27　42．9　2．4

両親同等　　12　47ユ　2．9　　　11　48．7　2．6　　　10　44．！　2．7

o　　　一　　　一　o　　　一　　　一　o　　　一　　　一

25　39．0　1．8＊　25　43．9　1．1　24　42．1　2．4

11　48．6　3．8　10　40，6　2．1　9　45．6　2．9

　父親の認識
糎　　母親のみ　　4　43．0　5．5　　　6　40．5　4．1　　　4　34．0　3．7　　　6　36。3　3．3　　　5　42．2　2，4　　　5　44．4　6．5

不母親中心3243，3L9　3243，21．8　3044，P　2．1　2643．62．4　2643．31．2　2642．02．0
安　　両親同等　　3　37．7　3，5　　　4　49．5　5，2　　　3　47．7　2，7　　　4　39．8　2．3　　　4　41．8　4，1　　　1　48．0　一

現実

母親のみ　11　43．0　3．0

母親中心　26　42．2　1．8

両親同等；　2　49．5　18．5

9　42．3　2．9　11　40．7　3，4　13　39．3　3．5　12　43．2　2．0　9　40．7　3．6
34　43．8　1．8　26　44，3　2．2　22　43．6　2，2　22　42．8　1．2　23　43，8　2．3

0　一　　　　一　O　一　　　　一　O　一　　　　一　1　　“．O　一　1　47　．0　一

母親の理想

母親のみ　　1　46．0　　－　　　0　　一　　一　　　〇　　一　　一

母親中心　26　37．6　1．1＊　　32　40．2　1．4　　　27　40，1　1．4

両親同等　12　42．9　1．7　　11　44．8　2．3　　　10　41．2　1．8

o　　　一　　　一　o　　　一　　　一　o　　　一　　　一

25　37．3　1．4　＊＊　25　43．0　O，9　24　39．　，8　1．5　＊

11　46．2　2．8　10　41．3　1．3　9　47．0　3．6

　父親の認識

巷磁のみ438・53・3　638・73・7　436・84・3
S　　母親中心　32　39．6　L1　　32　41．8　1．4　　30　40．6　1．3

　両親同等　　3　38．7　2．4　　　4　39．3　3．8　　　3　42．7　2．4

6　37．3　2，7　5　41．8　1．7　5　41，8　4．3
26　41．0　1，8　26　42．4　O．9　26　40．8　1．7

4　37．5　4，7　4　44．5　O．9　1　51，0　一

現実

母親のみ　11　38．4　1．9　　　9　42．7　2．6　　　11　39．3　2．5
母親中農、　　26　　　39．7　　　1．2　　　　　34　　41．1　　1．4　　　　　　26　　40．9　　　1．3

両親同等　　2　42．0　8．0　　　0　　一　　一　　　　〇　　一　　一

13　37，1　2．7　12　41．2　O．9　9　38．8　2，4
22　41．8　1．7　＊　22　43．3　1，1　23　42．8　2，0

0　一　一　1　43，0　一　1　45．0　一

Kruskal　Wanis検定による

「父親中心」，「父親のみ」はすべてにおき回答がみられなかったため項目として掲載していない

＊＊ 堰@p〈O．OL　＊1　p〈O．05

なかった。

　育児役割に対する母親の理想は，6か月で

特性不安（p＜0．01），12か月で状態不安（p

＜0．01）に有意差が認められ，「両親同等」，「母

親中心」の順に高かった。いずれの時期もすべ

ての精神状態の尺度得点で「両親同等」，「母親

中心」の順に高かった。父親の認識は，有意差

は認められなかった。「母親のみ」との回答は

少数であったため除外すると，12か月まではい

ずれの精神状態の尺度得点で同値，もしくは「母

親中心」，「両親同等」の順に高かったが，それ

以降は一貫した傾向がみられなかった。現実は，

6か月で状態不安（p＜O．05），SDS（p＜0。01）

に有意差が認められ，「母親中心」，「母親のみ」，

「両親同等」の順に高かった。24か月まではす

べての精神状態の尺度得点で同イ直もしくは「母

親のみ」か「母親中心」と回答した者が高く，「両

親同等」と回答した者が低かった。それ以降は

一貫した傾向はみられなかった。

4．性役割の差得点とSTAt，　SDS得点との関連

　性役割の差得点とSTAI，　SDS得点との関連

を表3に示す。家事，育児役割に対する母親の

理想と現実との差および父親の認識との差（性

役割の差得点）において一1点と2点の者は1

～3人とわずかであったため，これらを除き0

点と1点の2群で比較した。

　家事役割に対する母親の理想と現実との差
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表2－2　育児役割に対する母親の理想，父親の認識現実とSTAI（状態不安，特性不安），　SDS得点との関連

割役児育

精
神
状
態

産後（か月）

6 12 18 24 30 36

n　　M　SE n　　M　SE n　M　SE n　　M　SE n　　M　SE ロ　　M　　SE

母親の理想

母親のみ　　0　　一　　一　　　〇　　一　　一　　　〇　　一　　一

母親中’亡・　12　　35．8　　1．9　　　　18　　34．3　　1．6＊＊　　10　　36．2　　2．7

両親同等　27　42．7　2．1　　24　43．3　1．8　　27　41．9　2．3

O　　　一　　　一　Q　　　一　　　一　O　　　一　　　一

8　36．8　3．5　13　40．2　1．1　10　37．2　3．2
28　　41，3　　2．1　　　　　22　　4ユ．5　　LO　　　　　23　　40．1　　1．9

状父親の認識

能　　母親のみ　　1　37．0　－　　　1　43．0　－　　　2　35．5　4．5
宋　　母親中心　24　42．0　2．0　　　29　39．3　1，9　　　26　40．2　2．1

安　　両親同等　14　38．4　3．0　　11　38．6　2．1　　　9　42．1　4．7

1　34．0　一　O　一　一　2　43．0　3．0
21　40．6　2．7　27　41．2　O．8　23　39．5　2，2

13　40，2　2，7　8　40．3　1．7　7　36．9　3．0

現実

母親のみ　　4　38．0　2．5　　　7　4L6　2．9　　　4　46．8　8、8

母親中心　28　43．3　1．9＊．33　39．6　1．7　　29　39．7　1，7

両i規同等；　7　3LO　2．5　　　2　30，0　1．0　　　4　39．0　8．9

5　46．4　7，3　4　41，3　2．6　2　42．5　2．5

25　39．6　2．0　27　40．6　O．8　26　39．9　1．9

6　38，3　3．9　4　43．0　2．9　5　34，6　3，5

母親の理想

母親のみ　　0　　一　　一　　　〇　　一　　一　　　〇　　一　　一

母親中心　12　36．6　2，6＊＊　18　41．2　2．7　　　10　39．5　3．2

両親同等　27　45．6　L9　　24　45．2　1，8　　27　44．6　2．2

o　　　一　　　一　o　　　一　　　一　o　　　一　　　一

8　4e，9　4．8　13　42．8　1，5　10　41．6　3，7
28　　42．3　　2．0　　　　　22　　43．ユ　　ユ．3　　　　　23　　43．7　　2．2

特父親の認識

性　　母親のみ　　1　31，0　－　　　1　52．0　－　　　2　40．5　6，5　　　1　42．0　－　　　0．　一　　一　　　2　49．0　5．0

妻　　母親中’〔♪　　24　　45，2　　2．2　　　　　29　　43．9　　2．0　　　　　26　　42．8　　2．4　　　　　　21　　42，8　　2．9　　　　　27　　42．8　　1，1　　　　　23　　42．0　　　2．5

　　両親同等　14　39，6　2．1　　11　41．2　2．4　　　9　45．2　3．5　　！3　40．9　2，1　　　8　43．4　2．3　　　7　42．7　1．7

現実

母親のみ　　4　41，5　6．7　　　7　46．4　3，3　　　4　45．8　7．7

母親中心　28　44．6　2．0　　　33　43．5　1．8　　　29　43．3　1．9

両親同等　　7　36．4　1．2　　　2　33．5　3，5　　　4　40．5　9．4

5　47，8　6，9　4　46，5　5，6　2
25　41．2　2．2　27　42．2　1，0　26

6　40．3　2．6　4　・tM．3　2．1　5

45．5　11．5

42，4　2，2

45．8　3．3

母．親の理想

母親のみ　　0　　一　　一　　　〇　　一　　一　　　〇　　一　　一

母親中心　12　37．3　L4　　　18　39．0　1．9　　　10　39．1　1．9

両親同等　27　40．4　1．3　　24　43．3　1．5　　27　40．9　1．4

o　　　一　　　一　o　　　一　　　一　o　　　一　　　一

8　38．6　2．8　13　・42．3　1．6　10　41．2　2，6

28　40．4　1．7　22　42．7　O．8　23　42，0　2，0

　父親の認識
E　gX2k，，　，2　2gig　，J，　，6　21i8　，7，　，g　2g［8　1［2　，1　2gig　，J，　，9　，，5　，J，　，Z　2g［2　？ig

　両親同等　14　38．1　1．8　　11　39，7　1．9　　　9　40．3　2．2　　13　39．6　2．4　　　8　44．4　1，0　　　7　41．6　3．2

現実

母親のみ　　4　39．5　2．6　　　7　44．4　2．2　　　4　44，0　4．5

母親中心　28　41．1　1．1＊＊　33　4L4　1．4　　29　40．5　1．1

両親同等　　7　32。7　0．4　　　2　32，5　5．5　　　4　35．8　5．6

5　40．6　6．0　4　40．8　1，9　2　35，0　5，0
25　39．9　1．6　27　42．3　O，9　26　42，1　1．7

6　40．Q　3．3　4　46．0　1，1　5　42．6　5，1

Kruska1　Wallis　tw定による

「父親中心」，「父親のみ」はすべてにおき回答がみられなかったため項目として掲載していない

＊＊ 吹モO．01，＊；p＜0．05

（性役割の差得点）は，12か月，36か月で0点

の者が多く，6か月，18か月，24か月，30か月

では1点の者が多かった。家事役割に対する母

親の理想と父親の認識との差（性役割の差得点）

は，いずれの時期も1点の者より0点の者が多

かった。家事役割において，12か月まではすべ

ての精神状態の尺度得点で性役割の差得点が0

点の者より1点の者が高く，中でも6か月の母

親の理想と現実との差では状態不安（p＜0．01）

に有意差が認められた。30か月の母親の理想と

現実との差では特性不安（p〈0．05）に有意差

が認められたが，18か月以降は一貫した傾向は

みられなかった。

　育児役割に対する母親の理想と現実との差

（性役割の差得点）は，同人数であった30か月

以外，いずれの時期も1点の者が多かった。母

親の理想と父親の認識との差（性役割の差得

点）は，6か月，12か月，24か月，30か月，36

か月では0点の者が多く18か月では1点の者が

多かった。育児役割において，24か月まではす

べての精神状態の尺度で性役割の差得点が0点

の者より1点の者が高く，6か月の母親の理

想と現実との差ではSTAI（p＜0．01）および

SDS（p＜0．Ol），12か月の母親の理想と現実

との差では状態不安（p＜0．Ol）およびSDS（p

＜0．05），母親の理想と父親の認識の差では状

態不安（p＜0。01）に有意差が認められた。
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表3　性役割の差得点とSTAI（状態不安，特性不安），　SDS得点との関連

麟　　性役割の
難差得点

産後（か月）

6 12 18 24 30 36

nM　SE　nM　SE　nM　SE　nM　SE nM　SE　nM　SE
状
態
不
安

母親理想一　　〇　16　35．4L9＊＊　24　37．OL7　　　16　40．13．2　　　15　36．32．0　　　15　41．20．8　　　16　38．82，9

　　現実　1　20　46．12．2　　18　42．62．2　　2140．62．2　　17　43，12，5　　16　41．81．3　　14　38．71，8

不母親理想＿　0　25　38．71．9　　29　36．91．4　　25　40．02．1　　19　37．41．7　　2141．10．8　　22　38．72，2

　　父親認識　1　13　45，22，8　　10　42．53，4　　10　39，63．6　　15　44．53．6　　1142，01．6　　　8　38．42．8

特
性
不
安

家
事
役
割

母親理想一　　〇　16　39．92．1　　24　42．12．2　　　16　44．43，3　　　15　40．92．5　　　15　44．91．0＊　16　42．83．1

　　現実　1　20　43．62．1　　18　44，62．0　　2142．32．2　　17　41．62．6　　16　40．51．7　　14　43．02，7

役不母親理想＿　0　25　41．11．9　　29　42．31．8　　25　44．22．4　　19　40，32．1　　2143，41．3　　22　42．92，3

　　　父親認識　1　13　46，93，0　　10　42．93．4　　　10　39．93，4　　　15　44．63，5　　11　41．21，8　　　8　39，03．6

S
D
S

母親理想一　〇　16　38．01．3　　24　39．51．5　　16　40．61．7　　15　39．41．8　　15　43．91．3　　16　40．12．1

　　現実　1　20　40．11，5　　18　43．71．9　　2140．21．5　　17　39．52．3　　16　4L71．0　　14　43．72，6

母親理想一　　〇　25　38．51，1　　29　40．31．4　　25　40．61．4　　19　38．81．7　　21　43，21．0　　22　40．91．6

　父親認識　1　13　41．61．9　　10　41．52，8　　10　38．92．4　　　15　42．92．5　　11　4！．21．3　　　8　39．93．8

状
態
不
安

母親理想一　・0　15　34．71．8。＊　16　33．31．8＊＊　13　37，43．2　　14　37．42．5　　16　40．81．1　　15　36，32．4

　　現実　！・2145，62．2　　23　42．51．8　　21　40，62，0　　17　40．92．5　　16　41．21．1　　！6　41．52．4

不母堂想一〇1939．82，1　2736．31．4　．．154。．23．3　2138．92．1　2！40．20．9　1737．ユ2．2

　　父親認識　1　17　43，52．6　　12　46．13．0　　18　41．72．5　　　13　43．03，7　　　14　42．11．2　　　13　41．33．0

特
性
不
安

育
児
役
割

母親理想一　　〇　15　37．72，0＊＊　16　39．42，9　　13　40．43．5　　　14　40．62．9　　ユ6　43．71．2　　15　43．02．7

　　現実　1　21　46．32．2　　23　45．61．8　　21　44．02．2　　17　4L32．4　　　16　40，81．3　　　16　42．82．9

母親理想一　　〇　19　41．61．6　　27　4！．92．0　　15　42．13．0　　21　40，92．2　　21　43．Ol．3　　17　42．12．2

　父親認識　1　17　46．72，8　　12　47．02．8　　18　44．62．9　　13　43，93．7　　14　42．91，7　　！3　42．33．6

S
D
S

母親理想一　　　〇　　　15　　35．9　1，3　＊＊　　16　　37．8　2，2　9　　　13　　38．6　2，1　　　　　14　　39．2　2，1　　　　16　　43．6　1，3　　　　　！5　　41．7　2．3

　　現実　1　2141．91．3　　23　43，01．4　　21　40．41．3　　17　40，52，0　　　16　41、60．9　　　16　42．72．3

母親理想一　　　〇　　　19　　39，6　　1、3　　　　　27　　39．7　　L4　　　　　15　　39．5　　1．8　　　　　21　　39．2　　1．8　　　　　21　　43．1　1．0　　　　　17　　41．4　　2，0

　父親認識　1　17　4σ．41．6　　　12　44．42，3　　　18　40．8　1．8　　　13　41．12．8　　　14　41．71．0　　　13　39．82．6

Mann－Whitney検定による

「性役割の差得点」とは母親の理想を基準として父親の認識や現実を減じた得点

「母親のみ」1点，「母親中心」2点，「両親同等」3点，「父親中心」4点，「父親のみ」5点

“’
Fp〈O．OL　’：p〈O．05

】V．考 察

1．性役割の特徴

　本研究対象の多くが専業主婦であったため

か，いずれの時期も母親の理想においては過半

数の者が家事役割を「母親中心」と回答し，母

親からみた父親の認識においても「母親中心」

との回答が多かった。「両親同等」という回答

を比較してみると，母親の理想が約3割であっ

たのに対し，父親の認識は1割前後であった。

これらより，産後3年間の家事役割については，

母親の理想，父親の認識とも母親の方に家事の

比重があるが，どちらかといえば父親の認識に

その傾向が強くみられた。また，現実の家事役

割は母親の理想や父親の認識より母親の方に比

重が大きくなっていた。このことは母親がどの

ような理想をもっていても，パートナーである

父親の認識に現実の家事分担は左右されること

が考えられる。

　一方，育児役割については，いずれの時期も

母親の理想では多くの者が「両親同等」と回答

し，父親の認識では「母親中心」が最も多かっ

た。我部山らは，性役割観の世代間比較におい

て，子どもが幼児期・青年期のいずれであって

も父親は母親より伝統的性役割観を強くもって

いることを明らかにした15）。これより，育児に

対する父親の認識が低かった背景には，依然

性役割分業意識がみられることが窺われる。現

実の育児役割は「母親中心」との回答が多く，「両

親同等」は少なかった。家事同様，育児につい

ても父親の認識の低さが影響し，実際は父親の

育児への従事は少なかった。

　家事と育児2つの役割を比較すると，育児は

家事より父親の実施率は高かった。これは，育

児はお互いの役割や責任と考え，実際において

も協力していると考えられる。しかし，たとえ

父親自身が「両親同等」と認識していても，わ

が国の男性の育児休業取得率が0．56％であるよ
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うに16＞，男性が現実的に育児に従事するのは厳

しい社会であるといえる。

　産後3年間の家事および育児役割ともに時期

による有意差は認められなかったが，育児役割

に対する母親の理想について12か月では他の時

期に比べ「母親中心」が多く，「両親同等」は

少なくなっていた。これは，子どもが12か月頃

になると母親を強く求め，後追いが始まる。そ

のため，母親は子どもにとって自分はなくては

ならない存在と考え，育児の中心となるのはや

むを得ないという認識をもつのではないかと推

察される。また，育児役割に対する母親の理

想，父親の認識現実について24か月では「両

親同等」が多く，「母親中心」は少なくなった。

これは，24か月頃は子どもの自己主張が顕著に

なってくる時期であり17），母親一人では育児が

困難であると両親ともに認識することが一因と

して考えられる。

2．性役割と精神状態との関連

　性役割，とくに家事や育児に対する母親の理

想，父親の認識現実と母親の精神状態との関

連について検討した。家事および育児役割に対

する母親の理想は，家事の30か月を除きいずれ

の時期も「両親同等」と回答した者が不安や抑

うつが最も強かった。著者らの既報1／では，母

親が理想で「両親同等」と考えていても父親の

認識や現実と相違がある場合は不安や抑うつが

強くなり，家事や育児役割は母親が主であると

考えている者は不安や抑うつが強くないことを

報告した。しかし，牧野は「性役割分業」のし

くみにはめこまれてしまっている人ほど育児不

安に陥りやすいことを指摘した3）。また，石橋

らの乳幼児をもつ両親を対象とした調査でも

「育児は母親の仕事である」と回答した者の方

が「育児は夫婦でするものである」と回答した

者より両親ともに不安度が有意に高かった18）。

本研究は，これらの結果と異なる結果が得られ

たため，性役割との関連について今後さらなる

検：討が必要と考えられる。

　家事役割の父親の認識や現実においては一貫

した傾向がみられなかったが，育児役割の父親

の認識は12か月まではいずれの精神状態の尺度

得点で同値，もしくは「母親中心」，「両親同

小児保健研究

等」の順に高かった。現実は24か月まではいず

れの精神状態の尺度得点で同イ直　もしくは「母

親のみ」か「母親中心」と回答した者が高く，

「両親同等」と回答した者が低かった。これら

に関しても母親の理想と同様，母親の理想と父

親の認識や現実との相違が母親の不安や抑うつ

を強め，逆に父親の理解や従事は母親の不安や

早うつを弱めると考えられる。牧野は，夫が実

際にどうであるかは別として，少なくとも妻が

夫は子育てに責任を持っていないと感じている

場合に育児不安が高くなるが，夫も一緒に責任

を持ってくれていると感じられる場合には妻は

自信と余裕を持って子育てができると述べてい

る3）。「現実」とはあくまで母親の認識に基づ

く回答であり，実際の役割分担との関係を示す

ものではないが，子どもの年齢が低いうちは父

親がともに育児に従事しているという認識を母

親がもつ場合，母親の精神状態は良好であるこ

とが本研究からも明らかとなった。

3．性役割の差得点からみた精神状態の特徴

　次に母親の理想と現実や父親の認識との相違

が，実際に母親の精神状態にどのような影響を

及ぼしているのかについて検討を行った。家事

役割に対する母親の理想と現実との差および父

親の認識との差（性役割の差得点）は，12か月

までは母親に比重が大きいほど不安や憩うつが

強く，とくに6か月までに有意差が認められた。

育児役割に対する母親の理想と現実との差およ

び父親の認識との差（性役割の差得点）におい

ても，24か月までは母親に比重が大きいほど不

安や抑うつが強く，とくに！2か月までに有意差

が認められた。巴らの2歳6か月児の母親を対

象とした調査では，両親に「協同型（生活面）」

への認識のずれがある場合に母親の育児不安が

強かった19）。また，原口らは母親自身がもつ3

側面（家庭人としての自分，社会人および職業

人としての自分，個人としての自分）の理想と

現実の構成割合に生じたギャップとの関連に着

目し，「家庭人としての自分」で現実が理想を

上回ったり，「個人としての自分」で現実が理

想を下回るほど育児不安が喚起されることを報

告した20）。これらより，子どもの年齢が低い段

階では家事や育児に対する役割分担について両
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親間で話し合うこと，また母親に家事や育児の

比重が大きい場合は軽減すること，さらに育児

期の母親が「個人」としての生き方を実現でき

ることが母親の精神状態の維持・向上にとって

重要であることが示唆された。

　本研究では，家事は18か月以降，育児は30か

月以降では母親の精神状態と父親の要因との関

連がみられなかった。これは，子どもが1歳6

か月頃になると自我が芽生え，言語能力も発達

してくる17）。そして，2，3歳をピークに自己

中心的な言動が顕著となり，多くの母親が思い

通りにならない現状に苛立ちを感じることが先

行研究において指摘されている5）9）10）21）。また，

夫のサポートと母親のストレッサーに関する調

査では夫のサポートは，子ども自身の特性であ

る聞き分けのない行動やまとわりつかれること

から生じる母親のストレスにはあまり有効でな

いことが示された22）。これらより，父親のサポー

トは子どもの成長・発達につれ，その影響力は

弱くなることが考えられる。そのため，！～3

歳頃の子どもをもつ母親への育児支援を行う際

は，子どもの特性とそれに対する母親の認識・

感情について把握し，不安やストレスが強い場

合は子どもの発達に関する知識を伝えたり，母

親の大変さに共感する態度で接することが必要

と考える。

　最後に，本研究の対象は，自ら育児支援事業

に参加した者であり，育児や自分自身に関心が

高い集団といえる。また調査地域が限定されて

いること，対象数が少ないこと，父親への直接

の調査がないことなどから，結果の一般化には

限界がある。今回は属性の相違による比較検討

は行わなかったが，性役割は母親の就労，子ど

もの年齢や人数（産後の時期や出産経験：）等に

より異なることが報告されているため6）9）23），今

後はこれらの点を踏まえて検討を重ねていきた

い。

　本研究の趣旨をご理解いただき，ご協力くださっ

た保健所の職員の皆様参加者の皆様に深く感謝し

ます。

　なお，本稿の要旨は第53回日本小児保健学会学術

集会にて発表した。
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